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開設の目的・概要　等

　本講座は、大日本住友製薬との共同研究講座として、新規創薬標的の探索に向けて双極性障害における視床室傍核の役割を研究するため、発足した。双極性障害における視床室傍部病変の検

討を免疫組織化学的に調査し、並行して、死後脳の単一神経核RNAシークエンスによるヒト視床室傍核セルタイプの同定を行う。双極性障害サンプルの病的変化から、その病態を理解するとともに、

ヒトにおける視床室傍核の情動行動の制御における意義と役割を調べる。さらにマウスを用いて、視床室傍核を巡る神経回路と双極性障害の関連を検討し、その病態解明を行う。


